
参 加 者
募 集

参加者の声

(金)まで(金)まで5/85/8

8.188.18 火 - 8.19- 8.19 水

対象

募集人数

12:30～17:001日目 2日目

こちらの二次元コードから参加申込書を
ダウンロードし、必要事項を記入の上
メールにてお申込みください。

資料館　学校関係

助成

申込方法

・平和記念公園慰霊碑巡り

・先進校による平和学習の取組事例発表

・広島の教員を交えての討議

（修学旅行を目標に据えた平和学習について）

・講評、平和教育に関する講義（広島大学教授）

1泊2日1泊2日

・資料館では原爆の実相を目の当たりにし、
朗読会では言葉の力、朗読の効果を感じるこ
とができました。

平和学習を考える
教師の集い

グループ・ディスカッション被爆体験記朗読会

問合せ先

令和8年度

慰霊碑巡り

関東地方（東京、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川）の公立中
学校校長及び教員並びに平和教育を担当する教育委員会指導主事等

50名程度　

・被爆電車乗車

・広島市立袋町小学校平和資料館見学

・被爆者による講話

・被爆した広島を疑似体験できるVRの体験

・被爆体験記、原爆詩の朗読会

・平和記念資料館の見学

8:30～12:30

被爆電車

・来年も参加させていただきたいほど、充実
した内容で学びが多かったです。

・熱量が高い先生方と触れ合う中で、意欲だけ
でなく知識も深まり、より一層広島での修学旅
行を計画して実行していこうと思う気持ちが強
くなりました。 「団体利用及び学校関係者の方へ」のページ最下部

(提供:広島電鉄)

・広島までの往復交通費を支給（※規定あり）
・1日目の宿泊費はセンター負担

語って、感じて、授業につなげる。
・他校の教師とのディスカッション
・広島で体験する平和学習プログラム

公益財団法人 広島平和文化センター 
平和文化振興部 平和学習課 普及係
TEL：082-242-8863   E-mail:  fukyu@pcf.city.hiroshima.jp

令和 8 年 5 月 8 日(金)   17 時まで

※同一校から複数名でのご参加も可能です。

※ 1・2日目のプログラムは、変更とする場合があります。

申込書による選考を行い、令和8年5月中旬
を目途に決定します。

https://www.canva.com/design/DAGmLrawIRE/nF8F5vmTXtVEYS1hLeGdrQ/edit

